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は 

じ 

め 

に

　

市
井
の
歌
人
橘
曙
覧
と
福
井
藩
の
前
藩
主
松
平
春
嶽
と
が
「
当
時
の
身
分
社

会
に
お
い
て
は
異
例（
１
）」

と
評
さ
れ
る
交
流
を
持
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
曙
覧
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
「
御
用
日
記
」（
松
平
文
庫
七
〇
五
号
）
の
読
解
を
通
し
て
、元
治
二
年
（
慶

応
元
年
〈
一
八
六
五
〉）
の
二
人
の
交
流
に
着
目
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
曙

覧
の
歌
や
詞
書
の
こ
れ
ま
で
の
解
釈
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

「
御
用
日
記
」
と
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
元
日
か
ら
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
七
月
二
十
九
日
ま
で
の
約
十
年
間
に
わ
た
る
春
嶽
の
行
動
記
録

で
あ
る
。
春
嶽
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
、
将
軍
継
嗣
問
題
等
で
隠

居
・
急
度
慎
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
処
分
が
解
か
れ
て
政
界
に
復
帰
す
る
の

は
、
四
年
後
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
御
用
日

記
」
は
こ
の
期
間
を
含
め
、
王
政
復
古
後
に
至
る
春
嶽
の
日
常
を
、
十
六
冊
に

わ
た
っ
て
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
春
嶽
の
起
床
に
始

ま
り
、
御
庭
御
拝
の
方
法
、
診
察
に
あ
た
っ
た
侍
医
の
名
前
、
食
事
の
場
所
と

時
刻
、
面
会
者
の
名
前
、
饗
応
・
贈
答
の
内
容
、
外
出
時
の
道
順
、
飛
脚
の
発

着
、
入
浴
や
就
寝
時
刻
、
宿
直
者
の
退
出
時
刻
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
う
し

た
中
に
、
曙
覧
に
関
連
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
分
の
「
御
用
日
記
」
は
「
慶
応
元
乙
丑
年
従
正
月

至
七
月
」
と
「
慶
応
元
乙
丑
年
従
七
月
至
十
二
月
」
の
二
冊
に
分
け
ら
れ
、
春

嶽
附
御
側
向
頭
取
の
香
西
敬
左
衛
門
と
高
村
新
五
兵
衛
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て

い
る
。
御
側
向
頭
取
と
は
、
藩
主
の
日
常
生
活
に
近
侍
す
る
「
中
奥
」
の
側
向

役
所
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
役
職
で
あ
る
。
二
人
交
互
に
殿
居
し
、
御
近

習
番
・
御
小
姓
の
指
揮
・
監
督
な
ど
に
あ
た
っ
た
（
２
）。

元
治
二
年
、
藩
主
の
座
に

あ
っ
た
の
は
茂
昭
で
あ
る
が
、
前
藩
主
の
春
嶽
に
も
二
人
の
御
側
向
頭
取
が
附

属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

実
際
に
史
料
の
検
討
に
移
る
前
に
、
元
治
元
年
か
ら
同
二
年
（
慶
応
元
年
）

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽
　

長
　
野
　
栄
　
俊
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元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

に
い
た
る
春
嶽
、
曙
覧
二
人
の
動
き
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

文
久
四
年
（
一
八
六
四
。
二
月
二
十
日
に
改
元
し
て
元
治
元
年
）、
前
年
末

に
朝
廷
か
ら
朝
議
参
預
に
任
じ
ら
れ
た
春
嶽
は
新
年
を
京
都
で
迎
え
た
。
参
預

会
議
で
は
長
州
処
分
と
横
浜
鎖
港
が
議
論
さ
れ
た
が
、
意
見
は
一
致
を
見
ず
、

結
局
三
月
に
会
議
は
解
体
す
る
。
そ
の
た
め
春
嶽
は
四
月
十
九
日
に
は
福
井
に

戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
七
月
に
禁
門
の
変
、
八
月
か
ら
は
長
州
戦
争

へ
の
出
兵
と
続
き
、
十
二
月
に
は
天
狗
党
の
鎮
圧
に
春
嶽
自
ら
藩
兵
を
率
い
て

出
陣
し
た
。
春
嶽
に
と
っ
て
の
元
治
元
年
は
慌
た
だ
し
い
一
年
だ
っ
た
。
明
く

る
元
治
二
年
（
一
八
六
五
。
四
月
七
日
に
改
元
し
て
慶
応
元
年
）
は
、
混
迷
を

続
け
る
中
央
の
政
局
と
は
対
照
的
に
、
春
嶽
は
一
度
も
国
外
に
出
る
こ
と
な
く

比
較
的
平
穏
な
一
年
を
福
井
で
過
ご
し
て
い
た
。

　

一
方
の
曙
覧
に
つ
い
て
は
、
春
嶽
ほ
ど
詳
し
い
動
き
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

元
治
元
年
二
月
に
三
度
目
と
な
る
伊
勢
参
宮
を
果
た
し
た
こ
と
、
翌
二
年
四
月

に
は
加
賀
の
山
中
温
泉
に
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
以
下
「
御
用
日
記
」
と
曙
覧
の
歌
集
と
を
突
き

合
わ
せ
な
が
ら
、
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は

歌
集
の
底
本
に
、水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
『
橘
曙
覧
全
歌
集
（
岩
波
文
庫
）』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
を
用
い
、
短
歌
・
長
歌
の
番
号
も
同
書
に
従
っ
た
。

和
歌
と
詞
書
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
ほ
か
、
辻
森
秀
英
『
完
本
橘
曙
覧

歌
集
評
釈
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
五
年
）
の
語
釈
・
通
釈
や
久
保
田
啓
一
校

注
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」（『
布
留
散
東
・
は
ち
す
の
露
・
草
径
集
・
志
濃
夫
廼

舎
歌
集
（
和
歌
文
学
大
系
七
四
）』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
の
脚
注
な
ど

を
参
照
し
て
い
る
。

　
　
　
一
　
元
治
二
年
正
月

「
御
用
日
記
」
の
元
治
二
年
正
月
六
日
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

金
弐
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
沢
一
順
江

　
　

右
ハ
御
哥
御
直
シ
、
曙
覧
へ
御
下
ニ
相
成
候
事
有
之
、
一
順
ゟ
相
廻
候
ニ

　
　

付
、
一
順
迄
被
下
之

　

春
嶽
が
添
削
し
て
も
ら
う
た
め
、
歌
を
曙
覧
に
渡
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
勝

沢
一
順
を
通
じ
て
そ
れ
が
戻
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
勝
沢
に
金
二
百
疋
を
下
賜
し

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
金
二
百
疋
は
仲
介
の
労
を
取
っ
た
勝
沢
自
身
に

下
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
添
削
の
謝
礼
と
し
て
勝
沢
を
通
じ
て
曙
覧

に
渡
さ
れ
る
予
定
の
も
の
な
の
か
、
こ
の
短
い
記
載
か
ら
だ
け
で
は
判
断
が
つ

か
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
時
期
、
春
嶽
が
勝
沢
を
介
し
て
曙
覧
に
歌
を
添
削
し

て
も
ら
っ
て
い
た
事
実
だ
け
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
３
）。

　

春
嶽
が
曙
覧
に
和
歌
の
添
削
を
頼
ん
で
い
た
こ
と
は
、
三
年
後
の
慶
応
三
年

「
京
都
日
記
」
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
同
年
四
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
上
京
し

て
い
た
春
嶽
は
、
滞
京
中
の
日
常
を
「
京
都
日
記
」
に
記
し
、
十
数
日
お
き
に

国
許
の
夫
人
勇
姫
に
送
っ
て
い
た
。
そ
の
六
月
五
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事

が
あ
る
。

　
　
　
　
　

宇
治
川
に
て

　
　
　
　

な
か
れ
ゆ
く
人
の
心
も
く
み
て
し
る

　
　
　
　

よ
を
う
ち
川
の
波
の
早
瀬
に

　
　
　
　
　

平
等
院
扇
の
芝
に
て
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号

　
　
　
　

今
も
な
を
あ
は
れ
ハ
同
し
み
た
れ
世
の

　
　
　
　

時
に
扇
の
芝
を
み
る
〳
〵

　
　
　

尚
又
曙
覧
へ
御
な
を
さ
セ
可
被
下
候（
４
）（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）

　

宇
治
に
遊
ん
で
詠
ん
だ
和
歌
二
首
を
勇
姫
に
送
り
、
曙
覧
に
添
削
し
て
も
ら

う
よ
う
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
（
５
）。
こ
の
と
き
曙
覧
と
勇
姫
を
仲
介
し
た
の
は
、

奥
老
女
の
芳
野
菅
子
ら
福
井
藩
奥
向
の
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
６
）。

ま
た
、
後
述
す
る
春
嶽
の
「
た
の
し
み
の
歌
」
も
、
曙
覧
の
添
削
を
受
け
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
春
嶽
と
曙
覧
を
仲
介
し
た
勝
沢
一
順
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

み
て
お
く
。「
姓
名
録
」（
松
平
文
庫
九
一
九
号
）
に
よ
れ
ば
、
勝
沢
の
実
名

（
諱
）
は
愿
、
通
称
は
初
め
一
愿（
７
）、
の
ち
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
か
ら
は
一

順
と
名
乗
っ
た
。『
越
前
人
物
志
』
に
は
「
青
牛
と
号
す
、
福
井
藩
の
侍
医
な

り
、
下
江
戸
町
に
住
し
、
性
学
を
好
み
医
道
の
外
詩
文
を
巧
に
且
歌
を
も
能
く

読
み
、
初
音
草
其
外
著
書
あ
り
、
又
自
ら
詩
歌
を
手
鈔
せ
る
も
の
数
十
巻
家
に

蔵
す
」と
あ
る
（
８
）。

藩
の
人
事
記
録「
御
医
師
・
御
鍼
医
・
御
目
医
師
・
御
外
科
」（
松

平
文
庫
九
二
七
号
）
に
よ
る
と
、
知
行
は
百
石
、
部
屋
住
み
の
時
か
ら
出
仕
し
、

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
四
月
二
十
五
日
に
家
督
相
続
し
、
ま
も
な
く
表
御
針

医
師
か
ら
奥
御
針
医
師
と
な
っ
た
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
閏
五
月
か
ら
は
、

慶
応
三
年
八
月
に
隠
居
す
る
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
御
匙
医
師
（
侍
医
）
を
兼

帯
し
、
他
の
御
匙
医
師
と
交
代
で
春
嶽
や
藩
主
茂
昭
の
診
察
・
治
療
に
あ
た
っ

て
い
る
。
こ
の
間
、
把
握
で
き
る
限
り
で
八
度
も
の
江
戸
詰
を
経
験
し
た
（
９
）。

　

勝
沢
は
ま
た
青
牛
の
号
を
持
つ
曙
覧
の
門
人
で
も
あ
り
、
曙
覧
の
歌
集
に
も

そ
の
名
（「
青
牛
翁
」「
牛
翁
」）
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
勝
沢
の
出

府
に
際
し
て
詠
ん
だ
歌
（
二
四
一
・
二
四
二
番
）
や
勝
沢
宅
で
書
画
骨
董
の
品

評
を
し
た
際
の
歌
（
三
二
五
・
三
二
六
番
）、曙
覧
が
杖
を
突
き
始
め
た
と
聞
き
、

体
調
を
案
じ
る
手
紙
を
く
れ
た
勝
沢
へ
の
返
し
の
歌
（
四
五
九
番
）、
慶
応
三

年
、
勝
沢
が
望
み
通
り
隠
居
願
を
聞
き
入
れ
ら
れ
た
際
に
詠
ん
だ
歌
（
七
五
五

番
）
か
ら
は
、
互
い
の
家
を
行
き
来
し
た
り
、
健
康
を
案
じ
た
り
す
る
親
し
い

間
柄
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

ま
た
勝
沢
が
曙
覧
と
春
嶽
を
仲
介
す
る
役
割
と
し
て
登
場
す
る
場
面
も
三
か

所
で
確
認
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
時
期
不
詳
、
七
一
五
・
七
一
六
番
の
詞
書
で

あ
る
。「
た
の
し
み
は
」
で
始
ま
る
連
作
「
独
楽
吟
」（
五
五
三
～
六
〇
四
番
）

を
曙
覧
が
書
き
集
め
て
勝
沢
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
春
嶽
の
目
に
と
ま
っ

た
。
春
嶽
も
ま
た
「
た
の
し
み
は
」
で
始
ま
る
連
作
「
た
の
し
め
る
歌
」
五
十

首
を
詠
み
、「
こ
れ
曙
覧
に
見
せ
よ
」
と
勝
沢
に
伝
え
た
。
そ
こ
で
曙
覧
が
そ

れ
ら
を
「
見
た
て
ま
つ
る
（
添
削
の
意
味
か
）」
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
く
だ

り
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
慶
応
三
年
正
月
十
五
日
、
曙
覧
の
家
で
開
い
た
「
歌

の
会
始
」
に
関
す
る
連
作
（
六
四
七
～
六
六
〇
番
）
の
詞
書
で
あ
る
。
会
の
様

子
を
聞
き
た
が
っ
た
春
嶽
が
、
勝
沢
を
使
者
に
立
て
、
様
子
を
見
て
来
て
詳
し

く
話
し
て
聞
か
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
こ
で
、
曙
覧
が
会
の
初
め
か
ら
終
わ
り

ま
で
の
様
子
を
和
歌
に
詠
み
、
そ
れ
を
勝
沢
に
託
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
三
つ
目
が
、
あ
る
年
の
正
月
八
日
、
春
嶽
が
勝
沢
を
使
い
と
し
て
、
曙

覧
に
煙
草
と
和
歌
を
贈
り
、
曙
覧
が
そ
の
喜
び
を
詠
ん
だ
四
一
六
番
の
歌
で
あ

る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

　
　
　
　

正
月
八
日
、
青
牛
翁
御
使
に
て
、

宰
相
君
よ
り
煙
艸
賜
り
た
り
け
り
、
御
歌
さ
へ
そ
へ
さ
せ
給
へ
り
け
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元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

り
、
そ
の
御
歌
は
、
安
御
代
は
竈
の
煙
の
み
な
ら
で
け
ぶ
り
く
ゆ
ら

せ
賤
が
伏
せ
屋
に
、
と
あ
そ
ば
し
た
り
け
り
、
い
と
か
し
こ
く
い
た

だ
き
ま
つ
り
て
、
か
く

煙
ぐ
さ　

賤
が
伏
せ
屋
に　

く
ゆ
ら
せ
て　

君
の
め
ぐ
み
に　

咽
ぶ
あ
さ

ゆ
ふ

　

ほ
か
に
も
煙
草
に
関
連
し
た
和
歌
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
曙
覧
の
煙
草

好
き
が
う
か
が
え
る
（
九
二
・
二
七
〇
・
五
六
二
番
）。
そ
れ
を
知
っ
た
春
嶽
が
、

和
歌
を
添
え
て
煙
草
を
贈
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
詞
書
の
「
正
月
八
日
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
元
治
元
年
（
改
元
は
二
月

二
十
日
の
こ
と
な
の
で
正
し
く
は
文
久
四
年
）
と
す
る
説
）
（（
（

、
同
二
年
と
す
る
説）

（（
（

の
二
説
が
あ
る
が
、
筆
者
は
以
下
に
掲
げ
る
三
つ
の
観
点
か
ら
、
元
治
二
年
説

が
妥
当
と
考
え
る
。

　

第
一
に
歌
集
の
配
列
に
着
目
し
た
い
。『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
編
者
・
井

手
今
滋
の
「
例
言
」
に
あ
る
「
詠
み
出
で
ら
れ
た
る
次
次
に
書
き
置
か
れ
た

る
、
原
書
の
ま
ま
を
存
す
れ
ば
な
り
」
と
い
う
記
載
に
従
え
ば
、
歌
集
は
曙
覧

が
詠
ん
だ
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
）
（（
（

。
四
一
六
番
よ
り
少
し
前
に
置

か
れ
た
三
九
三
～
四
〇
七
番
は
、
い
ず
れ
も
元
治
元
年
十
月
か
ら
翌
二
年
正

月
に
か
け
て
長
州
戦
争
に
出
征
し
た
門
人
に
関
連
し
た
和
歌
で
あ
り
、
ま
た

四
〇
八
・
四
〇
九
・
四
一
三
～
四
一
五
番
は
、
元
治
元
年
十
二
月
の
天
狗
党
の
鎮

圧
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
）
（（
（

。
こ
れ
ら
と
四
一
六
番
と
が
、
順
序
正
し
く
配
列
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、「
正
月
八
日
」
は
元
治
二
年
の
こ
と
と
な
る
。

　

第
二
に
春
嶽
の
呼
称
に
注
目
す
る
。
家
中
に
お
け
る
春
嶽
の
呼
び
方
を

「
中
将
様
」
か
ら
「
宰
相
様
」
に
変
え
る
よ
う
命
じ
た
の
は
、
元
治
元
年
四

月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
前
日
、
朝
廷
か
ら
正
四
位
参
議
に
叙
任
さ
れ

た
た
め
、
参
議
の
唐
名
で
あ
る
宰
相
が
新
た
な
呼
び
名
と
さ
れ
た
）
（（
（

。
歌
集

中
、
春
嶽
を
「
宰
相
君
」
と
呼
ん
だ
の
は
九
か
所
確
認
で
き
る
。
こ
の
う

ち
時
期
を
明
記
す
る
も
の
は
、
六
二
〇
番
（
元
治
二
年
二
月
二
十
六
日
）、

六
四
七
番
（
慶
応
三
年
正
月
十
五
日
）、
七
〇
六
番
（
慶
応
二
年
二
月
二
十
六

日
）、
八
一
〇
番
（
慶
応
四
年
春
）
の
四
首
、
時
期
を
記
さ
な
い
も
の
が

三
七
五
・
四
一
六
・
六
四
三
・
七
〇
八
・
七
一
五
番
の
五
首
で
あ
る
。
時
期
を
明
記

し
た
四
首
は
い
ず
れ
も
元
治
元
年
四
月
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
時
期
的
に
み
て

「
宰
相
君
」
の
呼
び
名
が
正
し
く
使
わ
れ
た
事
例
と
い
え
る
。
明
記
し
な
い
五

首
の
う
ち
、
七
〇
八
番
は
後
述
す
る
よ
う
に
慶
応
元
年
九
月
六
日
以
降
の
歌
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
残
り
の
「
宰
相
君
」
の
用
法
も
す
べ
て
正
し
い

と
す
る
な
ら
ば
、
四
一
六
番
の
「
正
月
八
日
」
も
、
元
治
元
年
四
月
以
降
す
な

わ
ち
元
治
二
年
正
月
八
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
（（
（

。

　

第
三
に
、
春
嶽
と
勝
沢
が
正
月
八
日
に
い
た
場
所
を
確
認
し
た
い
。
先
述
の

と
お
り
、
元
治
元
年
正
月
、
春
嶽
は
京
都
に
い
て
、
福
井
に
帰
着
す
る
の
は
四

月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
の
勝
沢
に
は
春
嶽
の
上
京
御
供
を
命
じ
ら
れ

た
形
跡
が
な
い
。「
御
用
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
正
月
、
京
都
に
い
た
春
嶽

の
診
察
を
担
当
し
た
の
は
、
御
匙
医
師
の
半
井
仲
庵
と
益
田
宗
三
、
奥
御
鍼
医

師
の
本
山
城
益
、
奥
御
医
師
奥
御
鍼
医
師
兼
帯
の
岡
部
養
竹
、
以
上
の
四
名
で

あ
り
、
人
事
記
録
「
御
医
師
・
御
鍼
医
・
御
目
医
師
・
御
外
科
」
か
ら
も
四
名

が
前
年
に
「
中
将
様
御
上
京
御
供
」
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
、
元
治
元
年
正
月
、
春
嶽
は
京
都
、
勝
沢
は
福
井
に
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
対
し
て
元
治
二
年
の
正
月
は
、
春
嶽
と
勝
沢
は
と
も
に
福
井
に
い
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五
十
九
巻
二
号

た
。
さ
ら
に
勝
沢
は
御
匙
医
師
の
半
井
仲
庵
・
岩
佐
玄
珪
と
交
代
で
三
日
に
一

度
は
春
嶽
の
診
察
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
元
治
元
年
の
正

月
、
京
都
の
春
嶽
か
ら
福
井
の
勝
沢
宛
に
煙
草
と
和
歌
が
届
け
ら
れ
、
そ
れ
を

勝
沢
が
曙
覧
の
家
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。し
か
し
、

前
々
日
の
正
月
六
日
に
勝
沢
が
仲
介
し
た
曙
覧
の
「
御
哥
御
直
シ
」
が
春
嶽
の

元
に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
春
嶽
の
側
近
く
に
あ
っ
た
勝
沢
が

煙
草
の
仲
介
を
し
た
の
は
元
治
二
年
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
言
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
筆
者
は
元
治
二
年
の
正
月
、
勝
沢
は
少
な
く
と
も
二
度
、
曙
覧

と
春
嶽
の
仲
介
役
を
担
っ
た
と
み
て
い
る
。
一
度
目
は
六
日
に
曙
覧
が
添
削
し

た
和
歌
を
春
嶽
の
手
元
に
戻
し
た
と
き
で
あ
り
、
二
度
目
が
八
日
、
春
嶽
か
ら

預
か
っ
た
和
歌
と
煙
草
を
曙
覧
に
渡
し
た
と
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
時
、

春
嶽
か
ら
下
賜
さ
れ
た
金
二
百
疋
も
渡
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
二
　
元
治
二
年
二
月

　

二
月
二
十
六
日
、
春
嶽
は
曙
覧
の
住
居
で
あ
る
藁
屋
を
訪
れ
た
。
曙
覧
の
人

生
に
お
け
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
り
、
曙
覧
父
子
に
と
っ
て

「
こ
の
上
な
い
名
誉
な
出
来
事
）
（（
（

」
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
は
、
訪
問
者
で

あ
る
春
嶽
自
ら
が
、
帰
館
後
に
「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」
と
題
し
た
文
を

著
し
て
お
り
、
曙
覧
の
遺
稿
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
以
下
、
訪
問
の
前
段
部
分
を
抄
出
す
る
。

（
前
略
）
け
ふ
は
此
の
頃
に
は
め
づ
ら
し
く
、
日
影
あ
た
た
か
に
、
久
堅

の
空
晴
れ
渡
り
て
の
ど
か
な
れ
ば
、
山
川
野
辺
の
け
し
き
こ
よ
な
か
る
べ

し
、
と
巳
の
鼓
う
つ
こ
ろ
よ
り
野
遊
び
に
出
で
た
り
き
。
三
橋
と
い
ふ
所

に
い
た
る
。
中
根
師
質
、
あ
れ
こ
そ
曙
覧
の
家
な
れ
、
と
い
へ
る
を
聞
き

て
、
俄
に
と
は
む
と
お
も
ひ
な
り
ぬ
。　
（
以
下
略
）

　

好
天
に
誘
わ
れ
て
「
野
遊
び
」
に
出
た
春
嶽
は
、
曙
覧
の
家
が
あ
る
三
橋
に

到
着
し
た
。
そ
の
時
、
家
臣
の
中
根
師
質
（
雪
江
）
か
ら
「
あ
れ
が
曙
覧
の
家

で
す
」
と
聞
か
さ
れ
、
急
遽
、
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。「
君き
み
来き

艸ぐ
さ
」

と
題
さ
れ
た
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
第
四
集
の
冒
頭
に
、
こ
の
と
き
の
曙
覧
の

気
持
ち
を
詠
ん
だ
歌
（
六
二
〇
番
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
月
二
十
六
日
、
元
治
二

年
乙
丑
、

宰
相
君
御
猟
の
御
つ
い
で
、
お
の
が
艸
廬
に
ゆ
く
り
な
く
入
ら
せ
給

へ
る
、
あ
り
が
た
し
と
も
い
ふ
は
さ
ら
な
り
、
た
だ
夢
の
や
う
な
る

こ
こ
ち
し
て
、
涙
の
み
う
ち
こ
ぼ
れ
け
る
を
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
、

せ
め
て

賤
の
夫
も　

生
け
る
し
る
し
の　

有
り
て
今
日　

君
来
ま
し
け
り　

伏
せ

屋
の
中
に

　

訪
れ
た
春
嶽
も
ま
た
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
和
歌
二
首
に
詠
ん
で
お
り
、
そ

れ
が
『
春
嶽
遺
稿 

巻
之
四
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）
（（
（

。

衣
更
着
の
廿
日
ま
り
六
日
鳥
狩
に
出
け
る
道
の
た
よ
り
に
橘
曙
覧
の

家
間
近
く
見
え
け
れ
ば
柴
の
戸
を
音
つ
れ
て

塵
ひ
ち
の
心
き
よ
め
て
み
や
比
男
の
み
や
ひ
を
今
ゆ
我
も
学
は
む

宮
比
男
を
見
ま
く
ほ
り
す
る
心
よ
り
ふ
り
は
へ
て
と
ふ
蓬
生
の
や
と

　

本
稿
で
再
検
討
し
た
い
の
は
、
春
嶽
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
「
野
遊
び
」
に

出
か
け
、
曙
覧
の
藁
屋
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
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長
野　

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

て
で
あ
る
。
詞
書
に
、春
嶽
自
身
は
「
鳥
狩
に
出
け
る
道
の
た
よ
り
に
」
と
し
、

曙
覧
も
ま
た
「
御
猟
の
御
つ
い
で
」
と
記
し
、
と
も
に
目
的
が
狩
猟
に
あ
っ
た

と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

解
釈
に
ゆ
ら
ぎ
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

曙
覧
の
門
人
芳
賀
真
咲
の
子
息
・
芳
賀
矢
一
は
、明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

に
発
表
し
た
「
橘
曙
覧
」
の
な
か
で
「
松
平
春
嶽
公
は
鷹
狩
に
こ
と
よ
せ
、
こ

の
草
廬
を
訪
は
れ
た
る
こ
と
あ
り
）
（（
（

」
と
し
、
鷹
狩
を
口
実
に
し
た
訪
問
だ
っ
た

と
解
釈
し
た
。
ま
た
、山
田
秋
甫
は
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
年
）の「
橘
曙
覧
伝
」

に
お
い
て
「
春
嶽
公
言
を
御
坂
遊
猟
に
託
し
、中
根
雪
江
を
東
道
主
人
と
為
し
、

侍
医
半
井
仲
庵
（
名
ハ
保
）
扈
従
飯
沼
静
夫
等
を
随
へ
て
、
駕
を
三
橋
町
の
藁

屋
へ
枉
げ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
り
）
（（
（

」
と
述
べ
、
侍
身
分
に
の
み
に
許
さ
れ
た
福
井

藩
特
有
の
狩
猟
「
御
坂
遊
猟
（
坂
網
猟
・
坂
鳥
打
）」
に
か
こ
つ
け
て
藁
屋
を

訪
問
し
た
と
と
ら
え
た
。
一
方
、
辻
森
秀
英
は
、
戦
前
の
著
作
で
は
「
春
嶽
は

鴨
猟
の
為
め
と
称
し
て
城
を
出
た
）
（（
（

」
と
す
る
が
、
戦
後
の
著
作
で
は
「
鷹
狩
の

帰
り
）
（（
（

」
と
し
、
後
に
「
折
か
ら
物
見
遊
山
に
出
た
藩
主
松
平
春
岳
が
中
根
雪
江

を
道
案
内
と
し
て
彼
の
家
藁
屋
を
訪
れ
た
」
と
解
釈
を
改
め
て
い
る
）
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
狩
猟
の
目
的
や
方
法
は
種
々
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
狩
猟
自
体
が
主
た
る
目
的
で
は
な
く
、「
こ
と
よ
せ
」「
言
を

…
託
し
」「
為
め
と
称
し
て
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
、
狩
猟
を
口
実
に
し
て

藁
屋
を
訪
問
し
た
と
す
る
解
釈
が
多
い
点
も
注
目
さ
れ
る
）
（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
刊
『
橘
曙
覧
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
依
田

百
川
撰
「
井
手
曙
覧
翁
墓
碣
銘
」
に
「
慶
応
元
年
託
言
狩
猟
親
詣
翁
廬
縦
談
移

刻
而
去
」
と
あ
り
、ま
た
同
書
に
収
載
さ
れ
た
曙
覧
の
長
男
・
井
手
今
滋
著
「
橘

曙
覧
小
伝
」
で
も
「
慶
永
侯
特
に
狩
猟
に
托
し
て
、
先
子
の
草
廬
を
訪
ひ
）
（（
（

」
と

あ
る
こ
と
に
も
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
春
嶽
の
行
動
記
録
で
あ
る
「
御
用
日
記
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
月
二
十
六
日
条
の
関
連
個
所
を
掲
げ
る
。

一
今
朝
五
時
之
御
供
揃
ニ
而
、
御
簾
中
様
為
御
延
気
、
大
瀬
村
御
館
江
被

為
入
、
村
近
辺
迄
も
被
為
入
、
御
摘
草
被
遊
、
夕
方
川
向
江
も
御
渡
船

被
遊
、
御
摘
草
格
別
御
慰
ミ
ニ
被
為
成
候
、
御
帰
殿
、

一
宰
相
様
五
半
時
御
供
揃
ニ
而
、
三
橋
口
江
御
野
鉄
炮
被
為
入
、
大
瀬
御
館

江
、
御
立
寄
被
遊
、
御
同
座
ニ
而
御
昼
弁
当
被
召
上
、
夫
ゟ
御
館
近
辺

御
廻
り
被
遊
、
御
炮
発
被
遊
候
得
共
御
獲
物
無
之
、
夫
ゟ
御
乗
船
ニ
而 

漆
ヶ
淵
江
被
為
入
、
御
水
主
之
者
網
打
御
覧
被
遊
、
無
程
御
館
江
御
帰

り
被
遊
、
御
同
座
ニ
而
御
酒
御
肴
御
簾
中
様
ゟ
被
進
、
召
上
り
ニ
相
成
、

御
席
江
雪
江
、
仲
庵
、
新
五
兵
衛
、
御
広
式
御
用
人
彦
之
丞
、
左
太
夫
、

御
附
北
村
甚
九
郎
等
被
為
召
、
御
酒
御
肴
頂
戴
被
仰
付
、
御
程
間
ニ
而

御
簾
中
様
川
向
江
御
渡
船
御
摘
草
被
遊
、
其
節
、
宰
相
様
ニ
も
御
渡
船

被
遊
、
暫
ク
其
辺
御
廻
り
、
其
所
ゟ
直
ニ
御
渡
船
被
遊
、
明
里
往
還
通

り
御
舟
町
江
被
為
入
、
御
簾
中
様
御
残
り
被
遊
、
夫
ゟ
大
奥
向
御
酒
頂

戴
有
之
候
、
為
御
用
弁
、
洞
之
助
、
圭
太
郎
、
弥
之
助
、
拾
三
郎
罷
出

候
、
思
召
ニ
而
雪
江
、
仲
庵
、
御
伴
ニ
被
召
連
候
、
柳
原
幸
八
江
被
仰
付
、

御
水
主
之
者
召
連
罷
出
、
御
館
近
ク
ニ
而
も
網
為
御
打
ニ
相
成
、
御
覧

被
遊
候
、
獲
物
無
之
被
為
入
候
、
以
前
獲
物
左
之
通
指
出
シ
内
召
上
り

ニ
相
成
候

鯉
二
喉
、
鯰
二
本　
（
以
下
略
）
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五
十
九
巻
二
号

　

春
嶽
の
野
遊
び
出
発
に
先
立
つ
半
時
前
、御
簾
中
（
勇
姫
）
も
「
御
延
気
（
気

晴
ら
し
）」
の
た
め
、
大
瀬
村
別
館
に
向
け
て
出
発
し
て
い
た
）
（（
（

。
足
羽
郡
大
瀬

村
は
、
城
下
の
西
方
約
四
㎞
の
足
羽
川
と
日
野
川
が
合
流
す
る
地
点
に
あ
り
、

下
市
山
を
望
む
風
光
明
美
な
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
文
久
三
年（
一
八
六
三
）、

藩
主
茂
昭
が
造
営
し
た
の
が
大
瀬
別
館
で
あ
り
、
数
寄
屋
風
の
意
匠
を
も
つ
二

階
建
て
の
建
物
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。
勇
姫
は
こ
の
日
、
こ
こ
を
拠
点

に
し
、
船
に
乗
っ
た
り
、
摘
み
草
を
し
た
り
し
て
遊
ん
だ
。

　

一
方
の
春
嶽
は
半
時
遅
れ
で
出
発
し
）
（（
（

、
三
橋
口
ま
で
「
御
野
鉄
炮
」
す
な
わ

ち
鉄
砲
に
よ
る
狩
猟
に
出
か
け
た
。
続
け
て
大
瀬
別
館
ま
で
足
を
の
ば
し
、
こ

こ
で
勇
姫
も
同
座
し
て
昼
弁
当
を
食
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、別
館
周
辺
で
も「
炮

発
（
鉄
炮
を
撃
つ
）」
し
た
が
、
獲
物
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
乗
船

し
て
漆
ヶ
淵
に
行
き
、
水
主
た
ち
の
網
打
ち
を
見
た
。
漆
ヶ
淵
と
は
、
足
羽
川

と
日
野
川
が
落
ち
合
う
場
所
で
、
禁
猟
区
と
し
て
藩
主
の
川
遊
び
の
場
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
）
（（
（

。
し
ば
ら
く
し
て
再
び
別
館
に
入
っ
て
、
今
度
も
勇
姫
同
座

で
酒
肴
を
と
り
、
随
従
し
た
中
根
雪
江
や
半
井
仲
庵
ら
家
臣
た
ち
に
も
相
伴
さ

せ
た
。
こ
の
後
、
川
向
で
摘
み
草
を
す
る
勇
姫
と
と
も
に
再
び
乗
船
し
、
し
ば

ら
く
そ
の
辺
を
回
っ
た
後
、
三
の
丸
に
帰
館
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
春
嶽
の
行
動
の
道
筋
も
「
御
用
日
記
」
同
日
条
に
克
明
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
今
日

　
　
　

宰
相
様
御
道
筋
左
之
通
、

　
　
　
　
　
　

御
道
筋下

馬
御
門
ゟ
鉄
御
門
、
桜
御
門
、
一
乗
町
通
り
、
三
橋
口

曙
覧
之
方
江
御
内
々
御
立
寄
被
遊
、
御
扇
子
一
、
仲
庵
江

御
托
シ
被
下
之
、
夫
ゟ
御
場
入
、
夫
ゟ
大
瀬
御
館
江
被
為

入
候
、
御
帰
殿
、
大
瀬
村
ゟ
往
還
通
り
、
明
里
ゟ
御
舟
町
、

八
幡
町
、
木
町
、
本
町
通
り
、
桜
御
門
ゟ
元
之
御
道
通
り
、

御
庭
口
江
被
為
入
候　
（
以
下
略
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
猟
場
で
あ
る
三
橋
口
に
「
御
場
入
」
す
る
前
に
、
同
じ
三

橋
口
に
あ
っ
た
曙
覧
の
家
に
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
同
行
の
侍
医
・
半
井
仲
庵
を

介
し
て
曙
覧
に
扇
子
を
渡
し
て
い
る
）
（（
（

。
一
見
す
る
と
、
こ
の
日
の
猟
場
を
三
橋

口
に
設
定
し
た
の
は
、
当
初
か
ら
曙
覧
宅
を
訪
問
す
る
積
り
が
あ
っ
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
じ
つ
は
三
橋
口
が
猟
場
と
な
る
の
は

こ
の
日
が
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
鷹
狩
は
前
年
の
元
治
元
年
七
月

二
十
二
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
「
御
用
日
記
」
で
は

日
を
置
か
ず
し
て
「
御
野
鉄
炮
」
に
出
か
け
た
と
す
る
記
事
が
目
に
つ
く
。
元

治
二
年
の
二
月
だ
け
を
み
て
も
、
三
日
と
七
日
が
勝
見
筋
、
十
四
日
は
新
開
筋
、

二
十
一
日
は
三
橋
口
、
二
十
二
日
が
勝
見
筋
、
二
十
六
日
が
再
び
三
橋
口
と
計

六
回
の
御
野
鉄
炮
が
行
わ
れ
て
い
た
）
（（
（

。

　

二
十
六
日
、春
嶽
は
城
下
か
ら
大
瀬
に
至
る
中
間
地
点
に
あ
た
る
三
橋
口
を
、

五
日
前
に
引
続
い
て
猟
場
と
し
た
。
そ
の
後
、
先
発
し
て
大
瀬
村
に
向
か
っ
た

勇
姫
と
合
流
し
、
共
に
遊
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
日
は
、
こ
の
時
期
頻
繁

に
行
っ
て
い
た
御
野
鉄
炮
に
加
え
、
大
瀬
で
の
勇
姫
と
の
合
流
を
前
提
と
し
た

特
別
な
野
遊
び
の
一
日
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
曙
覧
訪
問
が
主

で
、
狩
猟
を
従
と
す
る
従
来
の
見
解
は
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
曙
覧
が

詞
書
に
「
ゆ
く
り
な
く
（
思
い
が
け
ず
、不
意
に
）」
と
記
し
、春
嶽
自
身
も
「
俄
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長
野　

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

に
と
は
む
と
お
も
ひ
な
り
ぬ
」
と
記
し
た
こ
と
か
ら
も
、
藁
屋
訪
問
の
突
発
性

は
こ
と
さ
ら
に
疑
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は「
御
用
日
記
」

の
翌
二
十
七
日
条
に
あ
る
次
の
記
載
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

金
二
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曙
覧
江
被
下

右
者
昨
日
御
内
々
御
立
寄
被
遊
候
ニ
付
、
無
急
度
中
根
雪
江
江
相
渡
シ
、

同
人
ゟ
取
斗
候

　

前
日
の
急
な
訪
問
の
詫
び
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
春
嶽
は

中
根
雪
江
を
通
し
て
、
曙
覧
に
内
々
に
金
二
百
疋
を
下
賜
し
た
の
で
あ
る
。
春

嶽
に
と
っ
て
も
藁
屋
訪
問
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か

ら
こ
そ
帰
館
し
た
そ
の
日
に
「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」
を
執
筆
し
、
翌
日

に
は
金
を
渡
し
、
後
日
の
曙
覧
の
出
仕
招
請
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
二
人
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
突
発
的
な
訪
問
は
、
正
月
の

幾
度
か
の
交
流
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
三
　
慶
応
元
年
九
月

　

つ
ぎ
に
「
な
が
月
ば
か
り
」
で
始
ま
る
詞
書
を
持
つ
歌
番
号
七
〇
八
を
み
て

み
よ
う
。

な
が
月
ば
か
り
、

宰
相
君
の
、
東
郷
山
に
た
け
が
り
せ
さ
せ
給
ひ
、
御
み
づ
か
ら
と
ら

せ
給
へ
り
し
た
け
、
あ
ま
た
賜
は
ら
せ
け
る
、
い
と
あ
り
が
た
く
戴

き
ま
つ
り
て

秋
の
香
を　

ひ
ろ
げ
た
て
つ
る　

松
の
か
さ　

い
た
だ
き
ま
つ
る　

も
ろ

手
さ
さ
げ
て

　

春
嶽
が
九
月
の
あ
る
日
、東
郷
山
で
茸
狩
を
し
、自
ら
採
っ
た
「
た
け
（
茸
）」

を
「
あ
ま
た
」
曙
覧
に
贈
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
、
喜
び
を
詠
ん
だ

歌
で
あ
る
。「
松
の
か
さ
」
の
注
釈
に
「
松
茸
か
ら
松
か
さ
に
掛
け
、
殿
の
松

平
に
掛
け
た
）
（（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
茸
が
松
茸
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
す
で
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
茸
狩
が
行
わ

れ
た
の
か
、
ま
た
曙
覧
が
松
茸
を
も
ら
っ
た
日
付
、
本
数
な
ど
の
詳
細
は
当
然
、

歌
集
だ
け
か
ら
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
の

茸
狩
の
様
子
も
「
御
用
日
記
」
に
は
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、

慶
応
元
年
九
月
五
日
条
か
ら
関
連
部
分
を
引
用
す
る
。

一
五
時
之
御
供
揃
ニ
而
、
東
郷
御
立
山
江
御
野
廻
り
之
趣
を
以
、
茸
狩
ニ

被
為
入
、
左
之
面
々
御
供
ニ
被
召
連
、
御
山
ニ
而
御
小
弁
当
被
召
上
、

其
節
於
御
前
腰
兵
粮
御
相
伴
被
仰
付 

御
家
老
高
知
、　

御
中
老
御
用
人

、外
金
兵
衛
、

仲
庵
同
断

、
夫
ゟ

山
所
々
御
廻
り
被
遊
、
七
時
頃
御
供
揃
被
仰
出
、
夫
ゟ
御
帰
り
道
、
南

山
普
門
寺
江
御
立
寄
、
宝
物
等
御
覧
被
遊
、
以
思
召
御
立
山
ゟ
本
多
興

之
輔
方
、
本
多
修
理
方
、
酒
井
十
之
丞
江
、
御
鉄
炮
拝
借
雁
打
被
仰
付
、

新
開
筋
へ
被
遣
候
、
被
為
入
懸
、
小
稲
津
地
之
上
ニ
而
雁
御
寄
セ
有
之
、

御
一
発
被
遊
、
板
垣
地
之
上
、
本
多
修
理
方
、
酒
井
十
之
丞
方
江
も
御

道
筋
御
脇
筒
被
仰
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
興
之
輔
方

御
道
筋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
修
理
方

南
御
門
ゟ
勝
見
御
定
道
、
河
原
口
ゟ　
　

痛　

長
澤
鷗
客

板
垣
御
渡
川
、
同
村
中
、
下
馬
、
小　
　
　
　

山
縣
招
月
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稲
津
、
六
条
、
東
郷
中
島
、
中
脇
村　
　
　
　

狛
主
税
介

ゟ
御
登
山
被
遊
、
御
帰
殿
懸
、
南
山　
　
　
　

本
多
修
太
郎

普
門
寺
へ
御
立
寄
、
夫
ゟ
元
之
御
道　
　
　
　

狛
政
之
助

通
り
御
帰
殿
被
遊
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉
俊
之
助

中
根
雪
江

田
内
源
介

多
賀
谷
梅
笑

痛　

大
澤
淡
水

荒
川
南
山

水
谷
織
部

飯
田
主
税

萩
原
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
跡
ゟ
罷
出
候　

孝
顕
寺
方
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

矢
島
恕
輔

鈴
木

二

半
井
仲
庵

　

一
御
出
殿
五
時
弐
寸
五
分
、
御
帰
殿
六
半
時
壱
寸
五
分
前　
（
以
下
略
）

　

九
月
五
日
の
五
つ
時
、
春
嶽
は
大
勢
の
供
を
召
し
連
れ
、「
御
野
廻
り
」
の

趣
き
で
「
東
郷
御
立
山
」
に
入
っ
て
茸
狩
を
し
た
。
同
行
し
た
者
で
名
前
の
わ

か
る
者
は
、
府
中
本
多
家
当
主
・
本
多
興
之
輔
（
知
行
二
万
石
）
以
下
、
御
家

老
高
知
席
か
ら
七
名
、
御
中
老
御
用
人
か
ら
八
名
、
御
側
向
頭
取
一
名
と
、
ほ

と
ん
ど
が
上
士
あ
る
い
は
そ
の
隠
居
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
御
匙
医
も
同

行
し
て
い
る
。
矢
島
恕
輔
（
立
軒
）
と
鈴
木

二
（
蓼
処
）、孝
顕
寺
方
丈
（
清

拙
の
ち
の
鴻
雪
爪
）
の
三
人
は
詩
作
を
よ
く
す
る
者
と
し
て
同
行
し
た
と
思
わ

れ
る
）
（（
（

。

　

一
行
が
茸
狩
に
入
っ
た
「
東
郷
御
立
山
」
と
は
、
城
下
の
東
方
約
一
〇
㎞
の

足
羽
川
左
岸
に
位
置
し
、
現
在
は
「
御み

た
け
や
ま

茸
山
」
と
通
称
さ
れ
る
標
高
一
一
〇
ｍ

の
丘
陵
で
あ
る
）
（（
（

。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）、藩
が
編
纂
し
た
『
越
前
地
理
指
南
』

の
「
東
郷
町
」
の
箇
所
に
「
一
御
立
山　

松
茸
ア
リ
）
（（
（

」
と
の
記
載
が
あ
り
、
ま

た
「
嘉
永
五
子
年
給
帳
」
に
は
「
切
米
六
石
弐
人
扶
持　

東
郷
山
廻
り
一
人
）
（（
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
伐
木
や
狩
猟
を
禁
じ
る
山
と
し
て
、
役
人
を
置
い

て
厳
し
い
管
理
を
し
て
い
た
）
（（
（

。

　

春
嶽
一
行
は
山
で
弁
当
を
食
べ
、
山
内
を
め
ぐ
っ
て
茸
狩
を
し
、
七
つ
時
頃

に
山
を
あ
と
に
し
た
。
ま
た
帰
路
に
は
、
曹
洞
宗
普
門
寺
に
立
ち
寄
っ
た
り
、

鉄
炮
に
よ
る
猟
も
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
。
三
の
丸
に
戻
っ
た
の
が
六
つ
半
時

頃
と
い
う
か
ら
、
半
日
以
上
に
わ
た
る
長
時
間
の
「
野
廻
り
」
で
あ
っ
た
。
翌

九
月
六
日
の
記
事
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
茸
狩
の
成
果
の
お
す
そ
分
け

が
行
わ
れ
た
。

一
御
家
老
、
本
多
興
之
輔
方
始
不
残
、
御
中
老
、
御
側
御
用
人
一
同
、
平

本
但
見
、
御
奉
行
勝
木
十
蔵
、
大
井
弥
十
郎
、
御
目
付
高
田
孫
左
衛
門
、

村
田
巳
三
郎
、
中
村
市
右
衛
門
罷
出
七
半

時　

、
御
用
有
之
、
御
用
中
、
昨

日
御
拳
之
松
茸
御
吸
物
、
御
肴
中
皿
ほ
う
た
ら
、

大
こ
ん
、

御
酒
被
下
之
、
六
時
過

大
奥
へ
被
為
入
、
御
膳
被
召
上
、
再
表
へ
被
為
入
、
御
用
談
有
之
、
五

半
時
退
出
い
た
し
候
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長
野　

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

右
昨
日
御
持
帰
ニ
付
被
遣
之

松
茸
五
本　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
興
之
輔
方
へ

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
修
理
方
へ

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
十
之
丞
へ

同
昨
日
山
上
ニ
於
て
被
下
之　

長
澤
鷗
客
へ

同
三
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
南
山
へ

同
三
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷
織
部
へ

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
主
税
へ

同
五
本
昨
日
於
山
上
被
下
之　

孝
顕
寺
方
丈
へ

同
七
本
三
郎
助
へ
被
下
之
趣
ニ
而

　
　
　

内
実
ハ
三
郎
助
ゟ
取
計
之　
　

曙
覧
へ

同
五
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
沢
一
順
へ

同
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
井
仲
庵
へ

同
三
本
ツ
ヽ
柚
三
ツ
　ヽ
　

   
御
供
之
御
伽
四
人
へ）

（（
（

　

御
家
老
、
御
中
老
、
御
側
御
用
人
、
寺
社
町
奉
行
、
御
奉
行
、
御
目
付
ら
御

用
部
屋
に
入
っ
た
面
々
に
は
、「
御
拳
之
松
茸
御
吸
物
」
す
な
わ
ち
春
嶽
自
ら

と
っ
た
松
茸
の
吸
物
が
、
棒
鱈
と
大
根
の
煮
物
、
酒
と
一
緒
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

ま
た
、
茸
狩
に
同
行
し
た
者
た
ち
に
は
三
本
な
い
し
五
本
の
松
茸
が
分
配
さ
れ

た
が
、
曙
覧
と
勝
沢
は
同
行
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
配
に
与
っ
て

お
り
、
曙
覧
だ
け
が
七
本
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
の
記
載
か
ら
、
七
〇
八
番
の
歌
が
詠
ま
れ
た
詳
し
い
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
ず
、
春
嶽
が
茸
狩
に
出
か
け
た
の
は
慶
応
元
年
九
月
五
日
で
、
足

羽
郡
の
東
郷
に
あ
っ
た
藩
の
御
立
山
に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
曙
覧

に
松
茸
が
下
賜
さ
れ
た
の
は
九
月
六
日
以
降
の
こ
と
で
、
河
崎
三
郎
助
と
い
う

藩
士
が
そ
の
使
者
と
な
っ
た
。
曙
覧
が
「
あ
ま
た
賜
は
ら
せ
け
る
」
と
記
す
よ

う
に
、
七
本
の
松
茸
が
春
嶽
か
ら
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
松
茸
の
使
者
と
な
っ
た
河
崎
三
郎
助
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。

『
越
前
人
物
志
』に
よ
る
と
、河
崎
の
実
名
は
致
高
、「
性
温
厚
に
し
て
行
亦
清
廉
、

最
も
春
嶽
公
の
寵
を
得
、
夙
に
和
歌
を
善
く
し
、
篆
刻
に
巧
な
り
」
と
あ
る
）
（（
（

。

人
事
履
歴
「
剥
札
」
に
よ
る
と
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
知
行
百
石
の
家

督
を
相
続
、文
久
二
年
六
月
に
中
将
様
（
春
嶽
）
御
附
御
近
習
頭
取
定
助
と
な
っ

て
以
降
、
常
に
春
嶽
の
側
近
く
に
仕
え
、
こ
の
頃
は
宰
相
様
御
附
御
膳
番
奥
御

納
戸
役
兼
帯
の
役
に
つ
い
て
い
た
。
や
は
り
曙
覧
の
門
人
で
も
あ
り
、
山
田
秋

甫
『
橘
曙
覧
伝
并
短
歌
集
』
に
は
「
最
も
曙
覧
と
意
気
相
投
ぜ
し
か
ば
、
春
嶽

公
の
使
と
し
て
曙
覧
の
家
に
往
来
せ
し
は
、
主
と
し
て
此
の
人
な
り
き
）
（（
（

」
と
あ

る
。

　

曙
覧
の
歌
集
に
は
二
か
所
に
登
場
す
る
。
一
つ
目
は
江
戸
詰
の
た
め
出
府
す

る
河
崎
に
送
っ
た
歌
（
七
二
番
。
安
政
六
年
三
月
と
推
定
）
で
あ
り
、
二
つ
目

が
先
に
み
た
元
治
二
年
二
月
二
十
六
日
、
春
嶽
の
藁
屋
訪
問
を
う
け
て
詠
ま
れ

た
歌
（
六
二
〇
番
）
の
次
の
六
二
一
番
で
あ
る
。
以
下
、
引
用
す
る
。

其
の
後
、
御
館
に
ま
う
の
ぼ
る
べ
う
、
川マ
マ
崎
致
高
主
を
御
使
と
し
て

仰
せ
ご
と
あ
り
け
れ
ど
、
賤
し
き
身
の
、
さ
る
た
ふ
と
き
御
ま
へ
に

ま
う
で
ま
つ
ら
む
こ
と
の
、
せ
ち
に
か
し
こ
く
思
ふ
給
へ
ら
る
る
旨

き
こ
え
ま
つ
り
て
、
か
く

　
　

花
め
き
て 
し
ば
し
見
ゆ
る
も 

す
ず
な
園 

田
廬
に 

咲
け
ば
な
り
け
り

　

春
嶽
は
「
其
の
後
（
藁
屋
訪
問
の
後
）」、
曙
覧
を
城
中
に
召
し
て
学
問
を
進
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
九
巻
二
号

講
さ
せ
よ
う
思
い
、
河
崎
を
そ
の
使
者
に
立
て
た
。
春
嶽
が
詠
ん
だ
歌
か
ら
も

こ
の
時
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

橘
曙
覧
を
館
に
呼
ひ
て
古
今
集
源
氏
物
語
な
と
講
せ
ち
せ
さ
せ
て
聞

か
ま
ほ
し
う
思
ひ
た
ち
河
崎
致
高
し
て
其
よ
し
お
ほ
せ
け
る
に
曙
覧

か
た
く
辞
し
て
け
れ
は
あ
な
か
ち
に
し
ふ
つ
も
本
意
な
ら
す
と
思
ひ

曙
覧
の
心
ま
か
せ
に
な
し
お
き
し
に
曙
覧
か
よ
み
出
て
つ
る
歌
な
り

と
て
致
高
持
帰
り
て
見
せ
け
れ
は
か
へ
し
と
は
な
く
て

　
　

す
ゝ
な
園
田
伏
の
庵
に
さ
く
花
を
し
ひ
て
は
を
ら
し
さ
も
あ
ら
は
あ
れ）

（（
（

　

結
局
、曙
覧
は
春
嶽
の
召
し
を「
か
た
く
辞
し
」、そ
の
気
持
ち
を「
花
め
き
て
」

で
始
ま
る
歌
に
詠
み
河
崎
に
託
し
た
。
曙
覧
の
頑
な
な
気
持
ち
を
知
っ
た
春
嶽

も
返
歌
と
し
て「
す
ゝ
な
園
」で
始
ま
る
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
王

侯
に
事
え
ざ
る
を
信
条
と
し
た
曙
覧
の
面
目
を
伝
え
て
い
る
）
（（
（

」
と
評
さ
れ
る
出

来
事
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
の
二
人
を
仲
介
し
た
の
が
、
曙
覧
か
ら
も
春
嶽
か

ら
も
気
に
入
ら
れ
て
い
た
河
崎
で
あ
っ
た
。

　
　
　
お 

わ 

り 

に

　

本
稿
で
は
「
御
用
日
記
」
の
読
解
を
通
し
て
、
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の

曙
覧
と
春
嶽
の
交
流
の
跡
を
た
ど
っ
て
き
た
。
正
月
の
和
歌
添
削
の
返
却
と
下

賜
金
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
二
人
の
交
流
で
あ

る
。
ま
た
煙
草
と
和
歌
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
根
拠
を
示
し
て
元

治
二
年
説
を
支
持
し
た
。
つ
ぎ
に
二
月
の
藁
屋
訪
問
に
つ
い
て
は
、
春
嶽
の
前

後
の
行
動
を
確
認
し
、
御
野
鉄
炮
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
ん
だ
野
遊
び
の

途
中
、
突
発
的
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
ま

た
翌
日
の
下
賜
金
に
つ
い
て
も
今
回
初
め
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に

九
月
の
松
茸
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
従
来
七
〇
八
番
の
歌
が
い
つ
の
も
の
か
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
慶
応
元
年
九
月
六
日
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
曙

覧
が
貰
っ
た
松
茸
の
本
数
が
七
本
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
元

治
二
年
（
慶
応
元
年
）
は
年
間
を
通
じ
て
春
嶽
が
在
国
し
、
比
較
的
平
穏
な
日

常
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
人
の
親
交
の
度
合
い
は
よ
り
深
ま
っ

た
よ
う
に
見
え
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
用
い
た
「
御
用
日
記
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
県
立
図
書

館
で
写
真
複
製
本
が
提
供
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
細
か
な
文
字
で
書
か
れ
た
大

部
の
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
読
解
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
四
年
二
月
、
本
史
料
が
「
御
側
向
頭
取
御
用
日
記
」
の

名
称
で
「
福
井
県
文
書
館
・
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
お
い
て
全
頁

カ
ラ
ー
画
像
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ク
セ
ス
が
段
違
い
に
容
易
と

な
っ
た
。
今
回
は
こ
の
画
像
を
用
い
て
、
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
に
限
っ
た

調
査
を
行
っ
た
。
十
分
に
読
み
切
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
ま
た
他
の
年
に

つ
い
て
の
調
査
は
全
く
の
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
に
も
曙

覧
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
い
。

　

曙
覧
研
究
の
う
ち
「
特
に
伝
記
研
究
は
、
戦
前
に
ほ
ぼ
到
達
点
に
達
し
、
戦

後
は
部
分
的
な
資
料
の
追
補
に
留
ま
る
）
（（
（

」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
松
平

文
庫
の
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
歌
集
に
多
く
登
場
す
る
春
嶽
や
福
井
藩
士

の
門
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
小
稿
お
よ
び
こ
こ
で
用
い
た
手
法
が
、
曙
覧
研
究
の
進
展
の
一
助
と

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



61

長
野　

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
１
）
西
村
英
之
「
市
井
の
歌
人
橘
曙
覧
」（『
福
井
市
史 

通
史
編
二
』
福
井
市
、
二
〇
〇
八

年
）
七
四
〇
頁
。

（
２
）舟
澤
茂
樹「
藩
政
機
構
」（『
福
井
市
史 

通
史
編
二
』福
井
市
、二
〇
〇
八
年
）一
一
三
頁
。

（
３
）
足
立
尚
計
は
「
松
平
春
嶽
と
橘
曙
覧
―
松
平
春
嶽
の
対
人
物
観
を
め
ぐ
る
一
視
座
」

（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、「
春

嶽
は
、
お
そ
ら
く
勝
沢
愿
を
使
者
と
し
て
歌
の
添
削
を
命
じ
た
り
勝
沢
ら
が
出
席
す
る

歌
会
へ
の
出
詠
を
自
ら
行
っ
て
い
た
も
の
と
推
考
で
き
る
」
と
し
て
い
た
が
（
二
三
頁
）、

「
御
用
日
記
」
に
よ
り
添
削
に
関
す
る
部
分
の
推
考
が
正
し
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

（
４
）「
京
都
日
記
第
五
号
」（『
福
井
県
史 

資
料
編
三
』
福
井
県
、
一
九
八
二
年
）
二
一
一

～
二
一
二
頁
。

（
５
）
伴
五
十
嗣
郎
「
松
平
春
嶽
公
筆
「
た
の
し
め
る
哥
」
解
説
」（『
春
嶽
公
記
念
文
庫
名

品
図
録
』
積
善
会
・
春
嶽
公
記
念
文
庫
名
品
図
録
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
、
三
六
七
頁
）

の
指
摘
に
よ
る
。

（
６
）奥
向
の
女
性
た
ち
と
曙
覧
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、足
立
尚
計「
橘
曙
覧
と
芳
野
菅
子
」

（『
風
花
』
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
内
田
好
美
「
橘
曙
覧
と
福
井
藩
奥
女
中
と
の
交
流

―
芳
野
菅
子
宛
書
簡
を
中
心
に
」（『
福
井
県
史
研
究
会
会
報
』
第
七
号
、
二
〇
一
四
年
）

を
参
照
の
こ
と
。

（
７
）『
福
井
藩
士
履
歴 

二 

お
～
く
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
）』（
福
井
県
文
書
館
、

二
〇
一
四
年
）
は
、
勝
沢
の
初
名
を
「
一
応
」
と
翻
刻
す
る
（
二
三
六
頁
）。
し
か
し
、

同
書
の
底
本
「
剥
札
」（
松
平
文
庫
九
一
七
）
で
は
「
一
愿
」
と
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、

ま
た
笹
岡
芳
名『
越
藩
福
井
医
史
及
医
人
伝
』（
私
家
版
、一
九
二
一
年
）も「
通
称
を
一
順
・

一
愿
又
は
単
に
愿
と
云
ひ
」
と
し
て
い
る
（
五
二
頁
）。

（
８
）
福
田
源
三
郎
『
越
前
人
物
志 

中
・
下
』（
玉
雪
堂
、
一
九
一
〇
年
）
七
三
七
～
八
頁
。

（
９
）『
福
井
県
医
師
会
史 

第
二
巻
』（
福
井
県
医
師
会
、
一
九
八
六
年
）
四
八
～
四
九
頁
。

（
10
）
管
見
の
限
り
で
は
、
辻
森
秀
英
『
曙
覧
』（
有
光
社
、
一
九
四
三
年
）
所
収
の
「
橘

曙
覧
年
譜
」
が
、
元
治
元
年
説
を
唱
え
た
最
も
早
い
事
例
で
あ
る
（
三
二
二
頁
）。
辻
森

は
同
書
本
文
中
で
「
元
治
元ママ
年
は
四
月
七
日
に
改
元
さ
れ
て
、
慶
応
と
な
っ
た
。
美
濃

か
ら
越
前
池
田
に
越
え
、
今
庄
を
通
つ
て
敦
賀
に
著
い
た
武
田
耕
雲
斎
の
一
党
は
、
餓

ゑ
と
寒
気
に
戦
意
を
喪
失
し
、
加マ
賀マ
藩
領
で
あ
つ
た
敦
賀
の
陣
門
に
下
り
、
こ
の
二
月
、

全
員
が
斬
ら
れ
た
。
中
央
で
は
長
州
再
征
討
が
議
せ
ら
れ
、
こ
の
正ママ
月
に
は
高
杉
晋
作

が
兵
を
挙
げ
て
、
血
腥
い
世
相
は
そ
の
終
結
を
知
ら
な
か
っ
た
。
／
正
月
八
日
の
こ
と

で
あ
る
。
侍
医
の
青
牛
を
使
に
し
て
、春
嶽
か
ら
煙
草
を
給
わ
は
っ
た
」（
六
九
～
七
〇
頁
）

と
す
る
。
こ
の
文
に
は
い
く
つ
も
の
誤
り
が
あ
る
が
、
致
命
的
な
点
は
慶
応
改
元
を
元

治
二
年
で
は
な
く
、
元
治
元
年
と
し
た
点
で
あ
る
。
天
狗
党
の
斬
首
は
元
治
二
年
二
月
、

長
州
再
征
が
議
せ
ら
れ
た
の
も
同
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
の
「
正
月
八
日
」

は
、
本
来
な
ら
元
治
二
年
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
辻
森
は
煙
草
を
贈
ら
れ
た

時
期
を
元
治
二
年
正
月
八
日
と
解
釈
し
な
が
ら
も
、「
慶
応
と
な
っ
た
」の
を「
元
治
元
年
」

と
勘
違
い
し
て
記
し
た
が
た
め
に
、
混
乱
が
生
じ
、
年
譜
で
も
煙
草
の
件
を
元
治
元
年

正
月
の
こ
と
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
以
後
、
辻
森
は
晩
年
の
著
作
『
完

本
橘
曙
覧
歌
集
評
釈
』（
明
治
書
院
、一
九
九
五
年
）
ま
で
一
貫
し
て
元
治
元
年
説
を
と
っ

て
い
る
。

　
　

こ
れ
を
受
け
て
、
久
米
田
裕
も
「
橘
曙
覧
年
譜
」（『
橘
曙
の
研
究
』
柊
発
行
所
、

一
九
七
一
年
）
で
、元
治
元
年
の
項
に
「
正
月
、松
平
慶
永
（
春
嶽
）
よ
り
煙
草
を
贈
ら
る
」
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
九
巻
二
号

（
二
二
八
頁
）
と
し
、
以
後
の
著
作
『
橘
曙
覧
』（
柊
発
行
所
、
一
九
七
九
年
）
で
も
頭

注
に
「
正
月
八
日
―
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
正
月
八
日
」
と
記
す
（
一
二
四
頁
）。
辻
森
、

久
米
田
と
い
う
曙
覧
研
究
を
牽
引
し
た
両
者
が
そ
ろ
っ
て
元
治
元
年
説
を
と
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
後
の
研
究
で
も
、
前
掲
、
足
立
尚
計
「
松
平
春
嶽
と
橘
曙
覧
」
や
福
井
市

橘
曙
覧
記
念
文
学
館
編
『
橘
曙
覧
入
門
』（
同
館
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
元
治
元
年
説

を
と
っ
て
い
る
。

（
11
）
前
掲
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
の
脚
注
「
正
月
―
元
治
元
年
（
一
八
六
五
）」（
一
四
一
頁
）。

前
掲
、
久
保
田
啓
一
校
注
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
の
脚
注
は
「
元
治
元
年
の
天
狗
党
追

討
関
連
の
歌
群
の
次
に
来
る
こ
と
、
慶
永
の
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
元
治
二
年

（
一
八
六
四
）
か
。
た
だ
し
、
確
定
は
で
き
な
い
」
と
す
る
（
三
一
三
頁
）。

（
12
）
た
だ
し
、辻
森
秀
英
は
『
新
修 

橘
曙
覧
全
集
』（
桜
楓
社
、一
九
八
三
年
）
の
「
解
題
」

で
「
年
代
順
と
言
っ
て
も
、
厳
密
な
も
の
で
な
く
、
必
要
に
よ
っ
て
順
を
逆
に
し
て
い

る
箇
所
も
多
く
見
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
あ
と
本
文
中
に
掲

げ
る
「
宰
相
君
」
の
詞
書
を
持
つ
四
首
の
う
ち
、
六
四
七
番
（
慶
応
三
年
正
月
十
五
日
）

と
七
〇
六
番
（
慶
応
二
年
二
月
二
十
六
日
）
と
は
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

（
13
）
四
〇
八
・
四
〇
九
番
は
天
狗
党
鎮
圧
の
出
陣
で
は
な
く
、
長
州
戦
争
へ
の
出
兵
に
関

す
る
歌
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
『
全
歌
集
』
の
脚
注
に
従
う
。

（
14
）『
奉
答
紀
事
―
春
嶽
松
平
慶
永
実
記
（
新
編
日
本
史
籍
協
会
叢
書
）』（
東
京
大
学
出

版
会
、一
九
八
〇
年
）の
元
治
元
年
四
月
の
箇
所
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る（
二
六
六
頁
）。

　
　

 

同
十
一
日
、
一
昨
九
日
伝
奏
衆
よ
り
御
達
有
之
、
今
日
御
暇
御
参
内
、
於
小
御
所
被

拝
竜
顔
、
天
盃
御
頂
戴
。
畢
而
於
虎
之
間
、
昨
年
依
召
上
京
御
一
和
之
筋
、
抜
群
御

尽
力
御
精
勤
、
守
護
御
勤
苦
労
思
食
ニ
付
、
正
四
位
参
議
御
推
叙
之
旨
被
仰
蒙
た
り
。

依
之
、
同
十
二
日
よ
り
、
宰
相
様
と
奉
称
候
様
被
仰
出
た
り
。
御
前
様
御
名
称
も
官

家
御
内
調
之
上
、
已
来
御
簾
中
様
と
奉
称
。

（
15
）
そ
の
ほ
か
、
歌
集
中
に
時
期
を
明
記
す
る
呼
び
名
に
「
大
殿
」（
長
歌
一
詞
書
。
天
保

十
四
年
〈
一
八
四
三
〉
六
月
十
一
日
）
が
あ
る
。「
大
殿
」
の
呼
称
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
よ
れ
ば
「
世
子
に
対
し
て
当
主
を
い
う
場
合
、
当
主
に
対
し
て
そ
の
父
を
さ
す
場
合
が

あ
る
」
と
し
、
藩
主
に
な
っ
て
数
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
世
子
も
い
な
い
春
嶽
を
指

す
も
の
と
し
て
は
不
適
当
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
十
二

月
二
十
一
日
に
書
か
れ
た
「
山
口
家
御
成
図
賛
」
で
も
同
様
に
春
嶽
を
「
大
殿
」
と
呼

ん
で
い
る
こ
と
か
ら（『
福
井
市
史 

資
料
編
三
』福
井
市
、一
九
八
六
年
、三
八
六
～
九
頁
）、

こ
こ
で
は
「
時
の
第
一
権
勢
者
を
さ
す
尊
称
」
と
し
て
用
い
た
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
の
叙
位
を
受
け
て
の
同
十
一
年
（
一
八
七
八
）

六
月
「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」
で
は
「
正
二
位
の
君
」、
人
事
記
録
類
か
ら
文
久
二

年
十
一
月
十
五
日
頃
と
推
定
さ
れ
る
長
歌
一
四
番
に
は「
国
君
・
吾
が
君
」と
あ
る
。
ま
た
、

時
期
不
詳
で
単
に
「
君
」
と
す
る
も
の
（
四
一
六
・
六
二
〇
・
六
五
一
・
七
〇
六
番
）
や
「
殿
」

と
す
る
も
の
（
長
歌
四
番
）、「
か
う
の
殿
」（
一
〇
四
三
番
）、「
そ
の
君
」（
一
〇
七
三
番
）

が
確
認
で
き
る
。

（
16
）
前
掲
、
久
保
田
啓
一
校
注
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
四
六
〇
頁
。

（
17
）『
春
嶽
遺
稿 

巻
之
四
』（
松
平
康
荘
、
一
九
〇
一
年
）
三
一
丁
。

（
18
）
芳
賀
矢
一
「
橘
曙
覧
」（『
哲
学
雑
誌
』
第
八
冊
七
二
号
、
一
八
九
三
年
。
こ
こ
で
は

永
井
環
・
島
崎
圭
一
編
『
橘
曙
覧
書
簡
集
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
〉
に
再
録
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
た〈
二
一
四
頁
〉）。
後
に『
芳
賀
矢
一
選
集 

第
一
巻
』（
國
學
院
大
學
、

一
九
八
二
年
）へ
の
再
録
稿
で
は「
鷹
狩
の
帰
途
に
こ
の
草
廬
を
訪
は
れ
た
る
こ
と
あ
り
」

と
あ
り
、
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
（
二
五
七
頁
）。

（
19
）
山
田
秋
甫
『
橘
曙
覧
伝
并
短
歌
集
』（
中
村
書
店
、
一
九
二
六
年
）
四
六
頁
。
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長
野　

元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
橘
曙
覧
と
松
平
春
嶽

（
20
）
辻
森
秀
英
『
曙
覧
』（
有
光
社
、
一
九
四
三
年
）
七
三
頁
。

（
21
）
辻
森
秀
英
「
橘
曙
覧
伝
と
作
品
」（
前
掲
『
新
修 

橘
曙
覧
全
集
』）
四
五
三
頁
。

（
22
）
辻
森
秀
英
「
橘
曙
覧
伝
と
そ
の
作
品
」（
前
掲
『
完
本
橘
曙
覧
歌
集
評
釈
』）
二
〇
頁
。

（
23
）
こ
の
ほ
か
相
馬
御
風
『
曙
覧
と
愚
庵
』（
春
秋
社
、
一
九
二
七
年
）
も
「
春
嶽
は
言

を
狩
猟
に
托
し
」（
四
八
頁
）
と
し
、
島
崎
圭
一
『
橘
曙
覧
の
人
と
芸
術
（
朱
実
叢
書
第

二
篇
）』（
曙
覧
研
究
会
、
一
九
二
七
年
）
も
「
藩
主
み
づ
か
ら
が
一
介
の
野
人
を
親
し

く
草
廬
に
訪
ふ
な
ど
と
は
夢
想
だ
に
及
ば
な
い
事
で
、
春
嶽
も
公
然
と
こ
れ
を
行
ふ
に

憚
り
、
言
を
狩
猟
に
托
し
た
や
う
に
思
は
れ
る
」
と
一
歩
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
提
示
し

て
い
る
（
一
六
七
頁
）。

（
24
）
井
手
今
滋
編
『
橘
曙
覧
全
集
』（
冨
山
房
、
一
九
〇
一
年
）
二
、六
頁
。

（
25
）「
家
譜
」
同
日
条
に
も
「
五
時
御
供
揃
ニ
而
御
簾
中
様
大
瀬
村
御
屋
敷
江
被
為
入
」
と

あ
る
（『
越
前
松
平
家
家
譜 

慶
永
三
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
六
）』
福
井
県
文
書
館
、

二
〇
一
一
年
、
二
六
〇
頁
）。

（
26
）
大
瀬
別
館
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
吉
田
純
一
『
福
井
城
・
金
沢
城
』（
至
文
堂
、

一
九
九
七
年
）
九
八
頁
の
図
版
、
二
七
六
頁
の
解
説
に
よ
っ
た
。

（
27
）
勇
姫
が
出
発
し
た
五
つ
時
は
二
月
末
で
は
午
前
八
時
前
、
春
嶽
が
出
発
し
た
五
つ
半

は
午
前
九
時
前
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
春
嶽
筆
「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」
に
は
「
巳

の
鼓
う
つ
こ
ろ
」
す
な
わ
ち
午
前
十
時
頃
に
出
発
し
た
と
あ
る
。「
御
用
日
記
」
の
方
を

正
確
と
み
る
な
ら
ば
、「
巳
の
鼓
」
は
巳
の
上
刻
す
な
わ
ち
午
前
九
時
頃
に
打
た
れ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
（
巳
の
刻
は
午
前
十
時
を
は
さ
ん
だ
前
後
二
時
間
）。

（
28
）
漆
ヶ
淵
に
つ
い
て
は
『
福
井
県
の
地
名
（
日
本
歴
史
地
名
大
系 

第
一
八
巻
）』（
平
凡

社
、
一
九
八
一
年
、
二
七
六
～
二
七
七
頁
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

八
月
に
も
春
嶽
は
こ
こ
で
清
遊
し
、
そ
の
時
の
様
子
を
「
羽
江
浮
舟
之
記
」
と
し
て
著

し
て
い
る
。

（
29
）春
嶽
筆「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」に
も「
此
の
時
、扇
一
握
を
半
井
保
に
た
ま
ひ
て
、

曙
覧
に
た
び
て
よ
、
と
仰
せ
た
り
」
と
あ
る
。

（
30
）鈴
木
準
道
著
、舟
澤
茂
樹
校
訂『
福
井
藩
史
事
典
』（
歴
史
図
書
社
、一
九
七
七
年
）の「
鳥

見
頭
（
付
）
鷹
匠
・
鵜
匠
」
の
項
に
よ
る
と
、
新
開
筋
は
江
端
村
、
勝
見
筋
は
渕
上
村

に
御
鷹
野
場
所
と
し
て
鳥
見
が
居
住
し
、
鷹
狩
廃
止
後
も
「
御
鉄
砲
野ママ
」
の
際
に
変
わ

ら
ず
案
内
を
し
た
と
あ
る
（
六
六
頁
）。

（
31
）
前
掲
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
二
一
四
頁
。

（
32
）
参
考
ま
で
に
同
行
者
の
役
名
と
知
行
高
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
ず
御
家
老
高
知
席
で

は
、
本
多
修
理
（
御
家
老
、
二
千
八
百
石
）、
長
澤
鷗
客
（
隠
居
、
元
御
家
老
松
平
主
馬
、

三
千
石
）、山
縣
招
月
（
隠
居
、元
御
家
老
山
縣
三
郎
兵
衛
、二
千
六
百
石
）、狛
主
税
介
（
高

知
席
、
四
千
五
百
石
）、
本
多
修
太
郎
（
高
知
席
、
千
九
百
七
十
五
石
）、
狛
政
之
助
（
高

知
席
、
知
行
千
六
百
石
）、
稲
葉
俊
之
助
（
高
知
席
、
四
百
五
人
扶
持
壱
俵
四
斗
四
合
の

ち
二
千
百
七
十
五
石
）。
御
中
老
御
用
人
か
ら
は
、酒
井
十
之
丞（
御
中
老
、八
百
二
十
石
）、

中
根
雪
江
（
御
側
用
人
隠
居
、
銀
五
十
枚
）、
田
内
源
介
（
隠
居
、
元
御
用
人
牧
野
主
殿
、

千
五
十
石
）、
多
賀
谷
梅
笑
（
隠
居
、
元
御
用
人
御
奏
者
兼
多
賀
谷
舎
人
、
五
百
五
十
石
）、

大
澤
淡
水
（
隠
居
、元
御
用
人
御
奏
者
兼
渋
谷
権
左
衛
門
、知
行
六
百
石
）、荒
川
南
山
（
隠

居
、
元
御
用
人
御
奏
者
兼
荒
川
十
右
衛
門
、
三
百
五
十
石
）、
水
谷
織
部
（
隠
居
、
元
御

用
人
、
五
百
石
）、
飯
田
主
税
（
御
用
人
御
奏
者
兼
、
四
百
石
）。
こ
の
ほ
か
に
萩
原
金

兵
衛
（
御
側
向
頭
取
、
二
百
石
）、
半
井
仲
庵
（
御
匙
医
、
百
五
十
石
五
人
扶
持
）、
矢

島
恕
輔
（
御
書
院
番
学
問
所
御
預
ケ
、
十
人
扶
持
）、
鈴
木

二
（
御
詩
作
御
相
手
、
年
々

銀
五
枚
の
ち
百
石
）。

（
33
）「
御
立
山
」
一
帯
に
は
一
五
五
基
の
古
墳
が
存
在
し
、
現
在
「
御
茸
山
古
墳
群
」
と
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五
十
九
巻
二
号

し
て
福
井
市
の
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
（『
福
井
市
史 

資
料
編
一 

考
古
』（
福
井
市
、

一
九
九
〇
年
、
二
九
二
～
三
〇
〇
頁
）。

（
34
）
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書 

上
巻
』（
松
見
文
庫
、一
九
七
一
年
）

三
四
頁
。

（
35
）『
福
井
県
史 
資
料
編
三 

中
近
世
一
』（
福
井
県
、
一
九
八
二
年
）
一
六
八
頁
。

（
36
）『
東
郷
村
誌 

前
編
』（
東
郷
村
誌
編
纂
会
、一
九
五
六
年
）
の
「
東
郷
の
御
立
山
（
脇
）」

（
九
八
～
一
〇
〇
頁
）
の
項
に
よ
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
藩
主
や
夫
人
の
茸
狩
が
行
わ
れ

た
た
め
、山
に
は
仮
小
屋
が
設
け
ら
れ
て
御
床
几
場
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、脇
三
ヶ

の
青
山
家
は
「
旧
幕
時
代
の
松
平
藩
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
休
憩
地
」（
九
六
頁
）
で
あ
り
、「
松

茸
狩
の
時
使
用
し
た
汁
器
が
現
存
し
て
い
る
」（
六
三
頁
）
と
も
あ
る
。

（
37
）「
御
供
之
御
伽
四
人
」
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
前
日
茸
狩
に
参
加
し
な
が
ら
、
翌
日

の
分
配
に
名
前
を
記
さ
れ
な
か
っ
た
者
が
推
定
さ
れ
る
。
高
知
席
の
場
合
だ
と
、
狛
主

税
介
・
本
多
修
太
郎
・
狛
政
之
助
・
稲
葉
俊
之
助
の
四
人
、
隠
居
の
場
合
だ
と
山
縣
招

月
・
田
内
源
介
・
多
賀
谷
梅
笑
・
大
澤
淡
水
の
四
人
が
該
当
す
る
。
あ
る
い
は
前
日
条

に
名
前
が
出
て
い
な
い
者
で
、人
事
履
歴
に
「
中
将
様
御
伽
御
雇
」
と
し
て
名
前
が
載
る
、

有
賀
尚
之
助
や
稲
垣
文
庫
、
原
圭
太
郎
、
針
谷
銀
蔵
と
い
っ
た
若
者
た
ち
が
茸
狩
に
同

行
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
38
）
前
掲
『
越
前
人
物
志
』
一
〇
五
頁
。

（
39
）
前
掲
『
橘
曙
覧
伝
并
短
歌
集
』
二
二
八
頁
。

（
40
）
前
掲
『
春
嶽
遺
稿 

巻
之
四
』
三
二
丁
。

（
41
）
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
「
解
説
」（
前
掲
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
所
収
）
四
〇
三
頁
。

（
42
）
前
掲
、
久
保
田
啓
一
校
注
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
四
五
九
頁
。

［
謝
辞
］

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
内
田
好
美
、
本
川
幹
男
、
柳
沢
芙
美
子
の
各
氏
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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